
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
・校内研とも関連をづけながら、子供の
主体性向上と教師力向上に取り組む。

○「もっと知りたい・自分の考えを広げたい」の質問に
対して、肯定的な回答をする児童の割合85％以上。
〇「授業づくりのステップ１・２・３」や「授業力向上シー
ト」を活用し、教師力を向上させることができた教師の
割合８５％以上。

・校内研究や校内研修で実践発表や情報交換
等を行い、共有できる指導法等を増やす。
・「授業づくりのステップ１．２．３」、「授業力向上
シート」を参考にし、全職員で共通理解を図りな
がら実践できるようにする。

B

・肯定的な回答の割合は82％であった。校内
研を活性化させ、さらに向上を図る。
・教師力を向上させることができた教師の割
合は94％であった。

A

・肯定的な回答の割合は78％であった。
・教師力を向上させることができた教師の割
合は100％であった。 A

・教師力向上についての達成率が高く、具体的な
取組が確実に実践されていることがうかがえる。
教師と児童との信頼関係の深まりが、教師力の向
上にも好影響を与えており、取組全体として高く評
価できる。

知恵をとぐ部（武廣）

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

〇アンケート「道徳の授業を年間計画を基に意
図的に行って、道徳的な判断力、心情、実践意
欲と態度の育成に取り組んでいる」に肯定的な
回答をした教員の割合８０％以上。

・年間計画を基に道徳の授業を意図的に仕組む。
・保護者参加型の道徳の授業を通して家庭との連携
を図る。
・目指す子ども像「ためともの心」や「ありがとうの木」
を通して豊かな心を育む。

A
・アンケート「道徳の授業を年間計画を基に意図
的に行って、道徳的な判断力、心情、実践意欲と
態度の育成に取り組んでいる」に肯定的な回答を
した教員の割合は100％であった。

A
・アンケート「道徳の授業を計画的に行って、道徳的な判断
力、心情、実践意欲と態度の育成に取り組んでいる」に肯定
的な回答をした教員は100％だった。
・授業参観で保護者参加型の道徳の授業を行い、学級通信
などでその様子を伝えることができた。

A
・校内に「ありがとう」があふれていて、子供た
ちの心が育っていることがよくわかる。家庭と
の連携も図れている。民生委員も参加してみ
たい。

心をとぐ部（北村）

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇アンケート「困ったことがあったとき、話を聞いてく
れる先生がいる」に肯定的な回答をした児童の割合
80％以上。

・SC，SSWとの連携を図り，学年を中心に組織的に指
導を行う。
・いじめへの対応のために，ハイパーQU研修やSC研
修，事例研修会を行う。
・いじめの早期発見、対応についての取り組み等を保
護者に周知する。

A

・アンケート「困ったことがあったとき、話を聞
いてくれる先生がいる」に肯定的な回答をした
児童の割合は89％であった。 A

・アンケート「困ったことがあったとき、話を聞いてくれる先生
がいる」に肯定的な回答をした児童の割合は88％であった。
・いじめの未然防止に向けて研鑽を深めたり、いじめアン
ケートを受けて、学年団を中心にSC,SSWに相談しながら組
織的な事後対応をしたりすることができた。
・「心のアンケート」や「ありがとうの木」「いじめの未然防止対
策」などについて「心部だより」で保護者に知らせた。

A

・教師と子供たちが信頼関係を築き、いじめ
の早期発見、早期解決につながっていてすば
らしい。いじめ問題はわかりにくいので、気を
付けておいてほしい。

心をとぐ部（北村・八谷）

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした児童生徒80％以上

・子供の行動を褒めたり、価値づけたりできるように、
「褒め言葉一覧」を作成し、職員に配布する。
・キャリアパスポートの取り組みの中で、年度の初め
に目標を立てる。
・６年生は夢未来プロジェクトと称して、自分の将来の
夢を探し、その夢に向けて自分が取り組むべき行動
目標を立てさせる。（マンダラチャート）

A

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思
う」と回答した児童80％、「将来の夢や目標を持ってい
る」について肯定的な回答をした児童83％だった。最
終評価に向けて、月目標でも褒めるということを取り上
げ、数値の向上を目指す。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思
う」と回答した児童89％、「将来の夢や目標を持ってい
る」について肯定的な回答をした児童87％だった。最
終評価に向けて、月目標でも褒めるということを取り上
げ、数値の向上を目指す。

A

・中間評価からさらに肯定的な回答が増えて
いることから、教師がしっかり子供たちと向き
合っていたことがわかる。子供たちを認めて
褒めて育てている。 技をとぐ部（冨永）

○人権・同和教育の推進 ○道徳の学習や人権集会を通して、アン
ケート「人を思いやることができるようになっ
た」に肯定的な回答をした児童の割合80％
以上。

・道徳の学習や年間４回の人権集会を通し
て、人権について考える機会をつくり、児童
が相手の気持ちを考えて行動できるように
する。

A
・道徳の学習や人権集会を通して、アンケート
「人を思いやることができるようになった」に肯
定的な回答をした児童の割合は94.6％であっ
た。

A
・道徳の学習や人権集会を通して、アンケート
「人を思いやることができるようになった」に肯
定的な回答をした児童の割合は93.4％であっ
た。

A
・「人を思いやることができるようになった。」と
子供たちが自覚できているところがすばらし
い。戦争や災害で犠牲になっている子供たち
にも目を向けてもらいたい。

心をとぐ部（北村・　野中）

●運動習慣の改善や定着化 ●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童生徒
60％以上
○アンケート「～大会・～記録会には，
練習を頑張って取り組めたか」に，肯定
的な回答をした児童の割合９０％以上。

・業間休みや昼休みにおける外遊びの
奨励，体育委員会の活動による取り組
みの促進を図る。
・体育大会・水泳記録会・縄跳び記録会
などの行事を通して，運動への興味関
心を高め，運動に親しませる。

A

・アンケート「体育の授業を工夫したり、業間や昼休み
に外遊びを促したりと、体を鍛えることを推奨している」
に肯定的な教員は９０％以上だった。しかし、１日に６
０分以上運動やスポーツをしている児童は７３％程で
あった。・アンケート「～大会などの行事において、練
習を頑張りながら取り組むよう指導をしている。」に肯
定的な教員は１００％で、同様のアンケートに対して児
童の肯定的な意見は９３％程であった。

A

・アンケート「体育の授業を工夫したり、業間や昼休み
に外遊びを促したりと、体を鍛えることを推奨している」
に肯定的な教員は９０％以上だった。また、１日に６０
分以上運動やスポーツをしている児童は８０％程に伸
びた。・アンケート「～大会などの行事において、練習
を頑張りながら取り組むよう指導をしている。」に肯定
的な教員は１００％で、同様のアンケートに対して児童
の肯定的な意見は９０％程であった。

A

・業間や昼休み、手伝いなどで体を動かす習
慣が身に付いていてすばらしい。上峰の子供
たちはよく体を動かしている。

心をとぐ部（牧山）

○望ましい生活習慣の形成 ○アンケート「早寝早起き朝ごはんを毎
日行う取り組み」に肯定的な回答をした
児童の割合８５％以上。

・睡眠、食生活等について、栄養教諭、養護教
諭が担任と連携し授業での啓発を行う。
・食育だより、保健だより、集会等を通して、「早
寝早起き朝ごはん」の重要性を保護者、児童に
呼びかけを行っていく。

A
・アンケート「基本的な生活習慣の定着を図る
ために、早寝、早起き、朝ご飯について継続
的に指導を行っている。」に肯定的な回答をし
た教員は９０％であった。

A
・アンケートでは、「早寝早起き朝ごはんを毎日行って
いる」と回答した児童が95％となり、目標を達成した。
これは、保護者の高い関心と協力に加え、栄養教諭・
養護教諭が担任と連携した継続的な啓発によるものと
考えられる。

A
・「早寝早起き朝ご飯」の取組がすばらしいの
は、学校と家庭の連携がしっかりできている
からだと思う。引き続き１００％を目指してほし
い。

心をとぐ部（石戸・林は）

●業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限(月45時間）を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当
たりの年次休暇の取得日数１４日以上

・会議回数を減らしたり、学年間で業務の効率
化を進めたりすることで、時間外勤務を短縮し、
繁忙期を除き、18：45までに施錠をする。
・長期休業中の研修の日程や形態を工夫し、年
次休暇の取得を奨励する。

A

・教職員アンケート「１８：４５までの退勤、時間
外勤務月４５時間以内ができた」に肯定的な
回答をした教職員の割合は８３％だった。
・９月までの職員の年休取得の平均は１０日
だった。

A

・教職員アンケート「１８：４５までの退勤、時間
外勤務月４５時間以内ができた」に肯定的な
回答をした教職員の割合は９４％だった。
・１～１２月までの職員の年休取得の平均は１
４．２日だった。

A

・先生方には引き続き業務の効率化に取り組
み、しっかりと年休を取得してほしい。

学年主任会（教頭）

○業務改善・働き方改革の推進 〇アンケート「自分の時間を確保し、心身の
休養に充てることができた」に、肯定的な回
答をした教員の割合８０％以上。

・教材の共有化や生徒指導事案への対
応などにチームで取り組み、業務改善・
働き方改革につなげる。

A
アンケート「自分の時間を確保し、心身の休
養に充てることができた」に、肯定的な回答を
した教員の割合８７％だった。

A
・アンケート「自分の時間を確保し、心身の休
養に充てることができた」に、肯定的な回答を
した教員の割合１００％だった。

A
・「チーム担任制」も働き方改革のひとつだと
感じた。先生方には自分の時間をしっかりと
確保してほしい。

学年主任会（教頭）

●特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○アンケート「特別支援教育に関する知識や技能をより学ぶ
必要がある」と積極的な回答をした教員の割合が80％以上。
〇アンケート「不登校、学力不振等で、特別支援CO、SC、
SSW等の教育相談体制を活用したり、ケース会議を通して相
談したり対応したりしている。」に、肯定的な回答をした教員
の割合が80％以上。

・職員の特別支援教育に関するニーズを聞き取
り、ニーズに見合う研修会を計画、実施する。
・必要に応じてケース会議を実施し、支援が必
要な児童の情報を共有し、全ての教員で組織的
に対応する。

A

・職員のニーズをもとに「特別支援学級の運
営」に関する研修会を実施し、理解が高まっ
たと回答をした教員が90%だった。 A

・特別支援教育の研修への関心は高く、何らかの形で
研修を深めている教員の割合は100％だった。・SCや
ＳＳＷと情報を共有しながら組織的な対応がスムーズ
にできていた。教職員の意識調査でも活用していると
回答された割合は100％だった。

A

・特別支援教育に対して、全職員で研修を深
めていて、専門性が高まっていた。SC、SSW
との連携もすばらしい。 特別支援Co（大井、福島）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○ICTを活用した個に応じ
た学びの充実

〇ICT活用による学びの保障と個に応じた
教育活動の実践

〇アンケート「タブレットPCを活用し、自
分にあった方法で学習に取り組むこと
ができる。」に，肯定的な回答をした児
童の割合85%以上。

・日々の授業や家庭学習等で1人1台端
末を使った調べ学習・情報の共有・習熟
学習等の機会を作るとともに学び方を
指導する。

A
アンケート「タブレットPCを活用し、自分に合っ
た方法で学習に取り組むことができますか」
に、肯定的な回答をした児童の割合は85％
だった。

A
アンケート「タブレットPCを活用し、自分に合っ
た方法で学習に取り組むことができますか」
に、肯定的な回答をした児童の割合は89％
だった。

A
・学級閉鎖等でも使用するなど、タブレットPC
の活用が積極的になされていてすばらしい。

知恵をとぐ部（武廣・福田）

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 上峰町立上峰小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

① 校内研究の新たな視点を全職員で共通理解・共通実践し、授業改善に取り組んだことで、教師力の向上につながり、子供たちの学力定着に向けた指導の質が高まった。今後は、取組の効果検証を行いながら、より効果的な取組になるよう研究の内容や方法を工夫していく。
② アンケートや児童観察を活用したいじめの積極的認知と早期対応が組織的に進められた。また、不登校児童への支援も家庭や関係機関との連携の中で着実に行われている。今後は、早期対応の視点を一層強化し、継続的な支援体制の充実を図る。
③「気になる子，配慮を要する子」への理解を深めるための研修や情報共有により、教職員の専門性が高まり、組織的な支援体制の充実につながった。今後は、チームとしての連携をさらに強化し、一人一人に応じた支援の質の向上を目指す。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上については、校内研究を通して教職員の意識、実践が高まり、漢字力をはじめとした学力定着につなげることができた。次年度は、更に授業改善を行い、学力向上を目指したい。

・支援が必要な児童に対して、教育相談体制の活用、関係機関との連携を図ることで、組織的な対応を行うことができた。今後、支援が必要な児童に対して早期対応ができるように、校内支援体制の整備、関係機関との連携強化を図りたい。

・教職員の業務改善に向けて、校時表の改善や連絡事項のWEB管理などを行い、業務改善を進めることができた。次年度は、更に授業時数の改善などを行うことで、業務改善を進めたい。

２　学校教育目標
心と知恵と技を研ぐ上峰っ子の育成

～ふるさとを愛し、夢に向かって輝くために～

３　本年度の重点目標

①児童の十分な学力定着に向けて，校内研究の新たな取組視点を共通理解・共通実践し，日々の授業において授業改善を行う。

②「いじめの早期発見・早期対応」に向けて，再度いじめの定義を全職員で共通理解し，アンケート・児童観察等をもとに積極的認知・指導に取り組む。「不登校児童」については，学校・家庭・関係機関の連携を軸に支援を進めていく。

③「気になる子，配慮を要する子」に関する教職員の専門性を高め，チーム上峰として職員全体で共通理解した適切な支援へと繋げる。


